




























































































































































































藤田：そんなにないです．1 ～ 2 部屋くらいです．トイレとかも共同のやつですし，キャ
ンパスに近いところにありました．貿易学院は？？？にありました．宿舎は古い大きな四
合院みたいでした．貿易大学は学校らしくない学校でした．
筆者：授業のとき初めから日本語を話したら誰も聞き取れないですよね？どうされていた
んですか？
藤田：最初はちょっとずつ教科書に書いてあるわかりやすいところから入って，中国語で
言わせて工夫をしながら，だんだん動詞の変化とかは強制的に教えて，五段活用とかも強
制的に教えます．手をたたきながらリズムをとって教えたり．朝は教壇に立ったら必ず５
分間テストします．口頭のテスト．
筆者：女性はいましたか？
藤田：１，２期生は１人もいません．３，４期生に各１人くらいいたかな．その時の女性
は，後に偉くなっています．
筆者：北京で日本語を教えていた先生たちと交流はありましたか．陳信徳先生の夫人も日
本人だったんですけど．
顧：黄啓助の夫人も日本人です．
藤田：ありません．そういう奥さんたちと全然ありません．
筆者：休日などはどのようにすごしましたか？
藤田：私はバレエとか劇とか映画とかは何でも見ていました．
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山本：そういう映画とかはお子さんをつれていきましたか？
藤田：いいえ．当時そういうチケットは自分で買うのじゃなかったから．簡単に買えるも
のじゃなかったから．「内部票」ですよ．
当時私たちはもちろん北京から出てはいけないというルールがありました．いつまでか
はわからないけどずっと続きました．英語の先生たちと仲が良くて，すごくよく援助して
もらった．○○に連れてってといって連れてってもらった．私は強制的に行かされたんじ
ゃなくて連れてってと頼んだ．そして私が言ったら私の知らない前期生がたくさん来てく
れてよく来てくれたといわれた．
筆者：その時は日本に帰りたくなかったですよね？
藤田：はい，風土病になって余命宣告されてからです．死んでたまるかと思って．その頃
は楽しかったから，農民は付きっ切りで私に農作業を教えてくれたし．しかし，危ないか
ら外国人は帰りなさいと言われた．
藤田：舒蘭県には２つの農村があって，一つは漢民族，もう一つは朝鮮民族．朝鮮族は水
稲やるんですよ．そこに貿易学院の幹部学校を作ったんです，そこは解放軍の農地で，そ
こはものすごく寒いので寒くなると私を「炊事班」にいれてくれるんです．みんな気を使
ってくれて．わたしは文化大革命はそれほど辛くなかった．学生に守られていた．学生感
謝している．周りの人はいろいろやられて大変だったから．金鋒は植物人間でしょう．お
くさんは本当にいい人で．漢民族でね．
筆者：普通なら日本人がやりやすいんですよ．だから先生みたいな日本人がいるのにやら
ないのが不思議．
藤田：最初は外国人は参加するなって言われたけど途中から毛沢東が参加しろって言っ
て，でもみんなもうグループがあるから行くところはなくて，アラビア語の先生のグルー
プに入れてもらって．そうすると，いろいろと情報が入ってきます．外国人の先生は「牛
棚」に入れられます．
１回だけ「大字報」に貼られたの．スパイ容疑で．何年に父親が来た．何かの情報を伝
えに来た．という風に，でもその時は解放軍が入ってきてたから，助かりました．
顧：学生に？
藤田：そう．
文化大革命のころの学生と今は一番交流がある．学生にひどい目に合ってないからどな
たとでも仲良くなれる，学生たちが私を守ってくれた．天津にも大連にもたくさん学生が
まっているんですよ．
筆者：帰国のことをもっと詳しく聞かせてください．
藤田：文化大革命を通して中国はとても変化した．私が知っている中国ではなかった．そ
れで中国という国がわからなくなった．そして，ちょうどそのとき病気になった．しかし，
対外貿易学院に頼んでもどうにもならないことも中国のシステムも知っていた．だから中
国人の格好をして知り合いの名前をだして兵隊が立っていて一般人は入れてもらえない貿
易部に入れてもらった．そこで自分の病気のことも貿易学院から来たこと言って事情を説
明したら貿易部の方から学院の方に連絡がはいって．日本大使館に行く時もパトカーがつ
いてくるし大変だった．だから，大使館の人に言ったら日にちを指定され大使館の職員が
待っててくれてどうにか手続きができて上のお姉ちゃんとこの子を連れて帰ってきた．帰
るときは骨董品を持っていたが押さえられて，天津から船の出発の前に教え子が飛んでき
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てくれたりもした．
筆者：未知な祖国での大変さの中で人の目を気にしましたか？
藤田：人の目は気にならなかったけど仕事がなかなか見つからなくて．仕事はまず，日中
友好協会にいった，日本に帰った時は 100ドルしかなくてそれで九州から東京まで帰れた
かどうかわからなかった．それで私の両親がこの子たち２人を迎えに来てくれて．
ご息女：うちのおじいちゃんは旅行好きで九州に上陸したいばっかりで，どうせ来たんだ
から旅行して帰ろうって，その後京都で遊んで東京に来ました．当時 20歳でした．
藤田：船籍はソマリアかどっかのもので，クルーたちは全員香港の人．うちに帰ったら，
クルーたち全員が東京の板橋にある私の家に着いていて，友達になっちゃった．そのくら
い仲良くなった．
筆者：日中学院で教えてたですか，それでも日中友好協会にいたんですか．
藤田：最初は日中友好協会に友達がいたからそこに行った．でもあまりお金にならなかっ
たから夜間の日中学院の方に行った．そのうちに話があって，愛知大学．日本で有名な考
古学者から，日本の大学は学閥なので私はどこにも属してないから，しかも私は中国から
来たから中国語が話せる．しかし，教授たちは中国語を話せないし，書けない．だから私
がいたら邪魔なんですよ．当時 1970 年代．紹介をしたいのはやまやまだけど，きっとそ
こで苦労する．そして，愛知大学は名古屋だから私はどうやって行くんですか．
藤田：私も生活がかかっているから，正式になれるかわかんないし．生活がやっていける
かわかんない．そういう時にちょうどコクボウソクにいました．そうしたら日商岩井から
話がありました．そうして，岡崎嘉平太先生とお話しした．生活自体は大丈夫だといわれ
てこれからは日中貿易の時代だから女性だけど頑張ってくださいと言われた．
藤田：日中友好協会の熱海で展示会をしたときに警察に尾行されて，写真まで撮られて，
当時の団長さんたちが記者会見をしてくれて，そういう行為をやめてくださいと言ってく
れた．その時貿易交渉も止まって再開まで 2~3 年かかりました．日商岩井に入った後も
いろいろありましたよ．
初期の契約交渉は 90 ％成功しました．こういう経緯があるというとこっちの人だと思
って交渉してくれるから．最後に富士フィルムとしました．8年かかりました．
時代が私を導いてくれた．私はやることを一生懸命にやったに過ぎない．
これは速水さん，日銀の総裁で最近亡くなった人．この人は日商岩井で社長だった．私は
３代社長に仕えたけど速水さんが１番長い付き合いだった．一番尊敬している．ゼロ金利
をした人で，当時はずいぶん批判された．メディアから批判されて円高は悪くないから，
円高を利用して輸入をしなさいといったんですけど当時は批判されました．
筆者：1954年の時の先生はもう先生しかいないですよね？
藤田：はい．昔の音は全部忘れて前向きに生きていこうと思ったから昔のことは忘れまし
た．子供たちにもそうやって言い聞かせました．
文化大革命が終わって私の本を寄贈しに図書館にいったら，大学の資料はほとんど焼か
れてなかった．
苦労したら記憶がなくなることもありますよね．かなり記憶が薄れてます．人の名前，
特に年代なんて覚えてないですよ．
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筆者：先生は中国で 20年～ 30年に暮らした日本人でよかったと思いますか？
藤田：すごく思います．こんな貴重な年代に生まれて中国にいて，素晴らしい生徒や人と
の出会いもありましたし．
筆者：複雑な国，中国についての思いは，そこで体験したことについてどう思いますか？
藤田：毛沢東が統一して，希望を持たせた．そして失望も持たせた．つまり，政策が間違
っていたんですよね．まさに権力闘争でしたし．
筆者：日本についてはどう思いますか？
藤田；現在このように，本当に経済で１位だとかとんでもない．政治はもっと悪い．それ
は終戦，負けたということを真摯に反省して真摯に分析してきっちり反省の上に立たない
と正しい現在を見つめることができない．それができないと将来の方向性が見えてこない．
しかも反省していない．というより，彼らは反省することが怖いんですよ．自分を否定し
なければいけないから．自分を否定しないで日本の反省はないのです．だから目をつむっ
ているんです．現在の日本の脱落はそこにあります．
筆者：日中友好は本当にできると思いますか？もちろん今も友好ですけど…
藤田：それは問題ありですよ．日本のそういう原点に立ち止ってないという中国人の怒り．
筆者：あと，中国の歴史勉強は，戦後より戦前ですよね．そこは問題だね．
藤田：中国にも言いたいことがいっぱいある．理論はしっかりしてるけど．やっているこ
とと言っていることが違う．たとえば国際紛争．話し合いで決めるのが１番いい．しかし，
中国は自分の都合でたまに武力でおさえようとする．たとえば台湾にたいして．そういう
使い分けが未熟です．学問の世界においても同じです．客観的な見方ができない．今の北
朝鮮を見ていても昔の中国と同じ．毛沢東が言っていたのはお互い取りたいものがあると
きは戦争でまず先制する．大砲で勝ち取ったことこそが本物だと．そういうことがあるん
です．そういう意味で北朝鮮は優等生．北朝鮮がやってることは毛沢東と一緒で暴れん坊
でやんちゃで駄々っ子で．しかしそうやって方法考えてるという点では中国の人は頭がい
い．
上海では腰をやられたの．だから天気が悪いと腰がいたいの．
筆者：毎年 10～ 15名くらいの学生っておっしゃったんですけど，ずっとそんな感じでし
たか．
藤田：はい．トータルしたら 300人くらいですかね．先生もそんなにいなかったけど．で
も専門はすごくて，アメリカで貿易ビジネスをやってた人など，とにかくものすごく有名
で．だからこういう先生はめちゃくちゃにやられるけど最後に名前が残るのはこういう先
生．
世界的に有名な経済学者．毛沢東の誤りっていうのはそういう人材を使わなかったこと．
大学では１年だけ自由を与えたけどそれから前も後も先生たちの自由なんかなかった．書
いちゃいけない，言っちゃいけないって．その羽目をなくしてこそ自由．しかしそれをな
くしたら今の政権は持たない．
筆者：その時は会話を中心にしてましたか？
藤田：はい．会話中心です．
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筆者：どの言語を選んだ学生が多かったですか？
藤田：やはり英語でした．英語は 20 人くらいでした．１番多いとこで．でもそれはよく
考えていてやはり外国語を習得しなければいけないから少人数でした．
筆者：４期生で日本語を選んだのは１人っていうことはその前も少なかったですよね．
顧：はい．
藤田：だって私のクラスにもお父さんが殺されたのに日本語なんか習いたくないと泣いた
子がいました．そのくらい少なかったです．
顧：私のおじいさんの弟は山西省のある県の工場会の会長やっていたんですけど，日本の
軍隊が入ってきて明日までにニンジン何個用意してとか言ったので，漢方薬の人参をもっ
て行って日本の兵隊に殴られました．まあ当然ですよね．その人参なんですから．ちょっ
と困ったことがあれば助けてくれた人は日本人でした．こういうことがあって，日本語は
どんな文字だろうとか人参と人参は何が違うだろうと思って．本当は北京大学とかに行き
たかったんですけどここで日本語が学べるならと思ったのがきっかけでした．
藤田：チャレンジ精神大切だから．
藤田：先生たちは慶応大学とかなのですごく上手ですよ．陳濤は慶応大で，あまり人と交
流しないですね．張厚聡は慶応大，夫人はロシア人，子どもがいない．汪大捷は学問がす
ごくいいがとても古い，文法中心．宋文軍は京都大．留日はみな個性が強い．
筆者：宋先生が赴任したのは，いつですか．
顧：かなり遅いです．私が卒業した年はまだきていない．1963 年，64 年までいないと思
います．
藤田：最初の先生は，陳濤，金鋒，汪大捷です．張厚聡と宋文軍は後からきたんです．全
部 5人．
金鋒は朝鮮民族だからなまりはあるけど学問としては素晴らしかった．みなさんそれぞれ
特徴はあるけど素晴らしい．日本の奥深いことわざなども知っていました．毛沢東が言っ
てましたけど先生たちがいいから学生たちがいいんですよ．学生は超えられないんです．
毛沢東いい面も悪い面もあるけど，政治としては内部の方で手荒いことしていたみたいで
すけど，いろいろな政治闘争とかをまとめた本などは正しいところはたくさんありますよ．
ただ最後の文化大革命はやってはいけなかった．たくさんの人が亡くなったし．人の信頼
関係が崩れた．儒教も崩れたし．これは天皇万歳と一緒だと思った．私が見た中国とは違
うと思ってもうここには入れないと思った．毛沢東の晩年は恐怖が多かったと思いますよ．
スターリン批判などもそうですし．あと彼はインテリは嫌いなんですよね．それは先生た
ちがいじめられているのを見ればよくわかりますよ．やっぱり中国は複雑ですよね．歴史
というのは続いているんです．資本主義についてかれは全く違う．中国以外の世界を知ら
ないし．ソ連も毛沢東を見くびっていたし，それで彼は怒ったと思いますよ．その時生き
ていた人とは感じ方が違うかもしれないけどどっちがいいとかは言えないですよね．まぁ
中国は大変な国ですよ，日本に比べて政策はいいですよ．若い人がはいっているのもそう
だし．日本の官僚はグローバルと言いながら固定されているし，だんだんだめになる，国
民はいいんですけど民族の良さをどのように取り戻すかが大切なんです．それが今できな
い政府になっていますよね．これからどうでしょうね民主党になったことですし．
